
　
東
京
湾
に
面
し
、
目
黒
川
沿
い
な
ど
に
低

地
が
広
が
る
品
川
区
は
、
過
去
に
台
風
や
高

潮
等
に
よ
っ
て
洪
水
や
内
水
氾
濫
が
し
ば
し

ば
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
平
成
元
年
と
平
成
11
年
に
は
、
集
中
豪

雨
の
た
め
五
反
田
駅
付
近
で
目
黒
川
の
氾
濫

等
に
よ
る
洪
水
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、

河
川
の
護
岸
や
下
水
道
施
設
の
整
備
に
よ
り

水
害
は
か
な
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
等

の
影
響
で
区
民
の
不
安
は
あ
ら
た
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
24
年
４
月
に
東
京
都
が

と
り
ま
と
め
た
「
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る

東
京
の
被
害
想
定
」
で
、
品
川
区
の
火
災
焼

失
率
は
都
内
最
大
の
31
・
９
％
、
津
波
高
も

都
内
最
大
の
２
・
61
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
、
火

災
発
生
時
の
焼
失
率
と
津
波
高
が
、
23
区
で

一
番
高
い
数
値
に
な
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
調
査
結
果
で
は
、
主
に
木
造
住

宅
密
集
地
域
（
以
下
「
木
密
地
域
」
と
い

う
）
で
建
物
倒
壊
や
火
災
に
よ
る
焼
失
で
大

き
な
被
害
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に

駅
周
辺
等
に
お
い
て
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が

発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
首
都
直
下
の
東
京
湾
北
部
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
３
）
や
海
溝
型
の
元
禄
型
関

「津波自主避難マップ」を作成するためにまちを実際に歩いて
みると、意外な障害物の存在などさまざまな発見がある

品
川
区
の
地
域
特
性

第 3回
品川区

地域の防災力向上をめざして
〜品川区独自の津波対策・木密地域解消のための取組〜

平成24年４月に東京都が公表した「首都直下地震等による東京の被害想定」で、
大きな被害が予想される品川区。これを受け区では、以前より取り組んできた防災事業に

東日本大震災での教訓を生かし、あらたな取組を実施しています。
区民一人ひとりの防災意識を高める品川区独自の取組について取り上げます。
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東
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２
）
が
冬

の
夕
方
18
時
に
発
生
し
た
場
合
、
品
川
区
で

は
、
帰
宅
困
難
者
は
18
万
人
弱
、
避
難
所
生

活
者
は
約
12
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
公
表
に
よ
る
被
害
想
定
は
従
来
の
予

想
を
大
き
く
上
回
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

区
で
は
、
今
ま
で
の
防
災
対
策
の
見
直
し
と

強
化
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
め
ざ

し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
ら
作
る
津
波
避
難
マ
ッ
プ

　
こ
れ
ま
で
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
害
対

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、
津
波
の
対
策
を
大
幅
に
強
化
し

ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
区
内
標
高
の
基
礎
調
査

を
実
施
し
、
標
高
検
索
シ
ス
テ
ム
を
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
分
の
住
ま
い
や
地
域
の
標
高
を
容
易
に
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は
そ
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
海
抜
を
記
し
た
標
示
板
を
標
高
の

低
い
海
側
や
河
川
沿
い
全
６
３
１
カ
所
の
電

柱
や
街
頭
消
火
器
、
公
園
な
ど
に
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
住
ん
で
い
る
土
地
の
高
さ

を
普
段
か
ら
住
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。

　
白
地
に
青
い
文
字
で
「
こ
こ
は
海
抜
２
・

２
メ
ー
ト
ル
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
た
標
示
板

に
、
地
域
の
人
か
ら
は
「
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
海
抜
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
が

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
意
識
し
て
こ
な
か
っ

た
津
波
や
高
潮
に
対
す
る
備
え
と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
海
抜
標
示
板
は
、
そ
の
後
、
海
沿
い

だ
け
で
な
く
区
内
全
域
の
学
校
や
区
有
施
設

等
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
区
で
は
、
都
の
被
害
想
定
の
公
表
を

受
け
、
特
に
緊
急
性
の
高
い
低
地
部
か
つ
海

側
の
地
域
を
対
象
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
津
波
へ
の
意
識
啓
発
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
区
内
の
海
側
の
３

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
津
波
の
基
礎
知
識
や
避
難
方
法
、
品

川
区
独
自
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る

津
波
自
主
避
難
マ
ッ
プ
の
作
り
方
、
現
地
歩

き
、
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
波
自
主
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
通
し
て
、

日
頃
か
ら
高
台
や
高
い
建
物
は
ど
こ
か
、
災

害
時
に
は
ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
よ
い
か
を
意
識

し
、
最
短
経
路
や
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
危
険

性
を
考
え
自
分
自
身
の
避
難
マ
ッ
プ
を
作
る

こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
に
役
立

ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
参
加
者
か
ら
の
意
見
を

ま
と
め
、
モ
デ
ル
地
区
以
外
で
も
区
民
の
誰

も
が
自
分
だ
け
の
避
難
マ
ッ
プ
を
作
成
で
き

る
「
津
波
自
主
避
難
マ
ッ
プ
作
成
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

防
災
の
か
な
め
と
な
る
「
木
密
」
対
策

　
東
京
都
に
は
、
23
区
を
中
心
に
木
密
地
域

が
広
範
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域

は
老
朽
化
し
た
木
造
建
築
物
が
多
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
災
害
時
の
危
険
性
が
高
く
、
地
震

火
災
な
ど
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
木
密
地
域
で
は
、
居
住
者
の

高
齢
化
に
よ
る
建
替
え
意
欲
の
低
下
や
、
敷

地
が
狭
い
こ
と
に
よ
り
建
替
え
が
困
難
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
改
善
が
進
み
に
く
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
を

め
ざ
す

　電柱がいたるところにあり、倒壊したらどうなるかをイメージしな
がら歩いた。また、工事現場のクレーンなども倒れてくる危険があ
るが、日々工事場所は変わるので日常から確認しておこうと思った。
　みなさんと話し合うのがよい。まち歩きから戻ったあと議論が白熱
した。今回を契機に地震や津波の災害の危険性を自覚することがも
っとも大切ではないかという結論がでた。
　道路の狭さ、看板や自販機、電柱、高い建物のガラスやタイルの落
下など、実際歩いてみると心配事が多いことに気付いた。
　他のルートを確認したいため、別の日に自分でもう一度歩いてみる。
　全員一致で決めたルートだったが、現場で危険な箇所が多く机上の
ルートは失敗だった。
　地域の方々と歩き、交流ができてよかった。

「津波自主避難
マップ」作成例。

「津波自主避難
マップ」とは、
いざというとき
にすぐ行動がと
れるよう、各個
人で作成するマ
イマップ。作成
では、海抜や避
難にかかる時間
を予測して一人
ひとりがルート
を設定する

津波ワークショップの
現地歩きに参加した区民の声

海抜標示板の設置は平成24年４月から行われ、６月
末に完了した

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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き
か
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
区
で
は
、
災
害
時
に
民
間
事
業
者

の
施
設
を
区
民
等
の
一
時
滞
在
場
所
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
協
定
を
民
間
共
同

住
宅
等
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
民
間
大
型
マ

ン
シ
ョ
ン
と
こ
う
し
た
協
定
を
結
ぶ
の
は
23

区
初
の
試
み
で
、
協
定
が
結
ば
れ
た
大
型
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
避
難

者
用
に
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
形
船
で
東
京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
提
供
し
て
い
る
民
間
事
業
者
と
も
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
屋
形
船
は
発
電
機
と
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
途
絶
え
た
と
し
て
も
一
定
時
間
の
燃
料

を
確
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
や
冷

暖
房
も
使
用
で
き
、
５
隻
の
屋
形
船
で
お
お

　
都
の
被
害
想
定
で
は
、
23
区
内
に
は
広
幅

員
道
路
や
公
園
等
が
少
な
く
、
老
朽
木
造
建

物
な
ど
が
密
集
し
て
い
る
火
災
危
険
度
が
高

い
木
密
地
域
が
多
い
た
め
、
出
火
だ
け
で
な

く
、
延
焼
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
都
で
は
、
木
密
地
域
に
お
け
る
不
燃

化
対
策
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、「
木
密
地
域

不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
区
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
行
実
施
地
区

と
し
て
、
東
中
延
１
・
２
丁
目
、
中
延
２
・

３
丁
目
地
区
を
応
募
し
た
結
果
、
都
に
よ
っ

て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
地
区
に

助
第
29
号
線
と
い
っ
た
都
市
計
画
道
路
は
、

密
集
住
宅
地
を
貫
通
し
て
お
り
、
整
備
を
進

め
る
こ
と
で
本
来
の
交
通
処
理
の
円
滑
化
が

図
れ
る
と
と
も
に
、
沿
道
建
物
の
建
替
え
・

共
同
化
の
促
進
に
よ
り
、
木
密
地
域
の
不
燃

化
に
も
大
き
く
寄
与
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
そ
の
他
に
も
現
在
区
で
は
、
木
密
地
域
解

消
の
た
め
に
防
災
広
場
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま

ど
ベ
ン
チ
、
耐
震
性
防
火
貯
水
槽
な
ど
が
装

備
さ
れ
た
防
災
広
場
は
、
火
災
の
延
焼
な
ど

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で
す
。
こ

の
４
年
間
で
21
ヵ
所
（
平
成
24
年
度
末
）
が

整
備
さ
れ
、
普
段
は
地
域
の
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
広
場
が
、
災
害
時
に

は
区
民
を
守
る
防
災
拠
点
と
な
り
ま
す
。

進
む
地
域
や
民
間
と
の
協
働

　
東
日
本
大
震
災
で
は
広
範
な
地
域
で
多
く

の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
、
都
内
で
は
駅
周

辺
や
道
路
な
ど
で
大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し

た
。
区
内
の
事
業
者
に
は
発
災
時
に
社
員
を

と
ど
め
、
備
蓄
を
含
め
て
帰
宅
困
難
者
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
来
街
者
を
含
め
た
帰
宅
困
難

者
対
策
と
し
て
、
区
立
施
設
に
は
限
り
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
に
一
時
滞
在
場

所
の
提
供
な
ど
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
働

お
い
て
、
老
朽
住
宅
除
去
費
の
助
成
、
建
替

え
に
伴
う
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減

免
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
特
に
老
朽

建
築
物
は
周
辺
地
域
も
防
災
上
危
険
な
状
態

と
な
る
た
め
、
区
が
老
朽
建
築
物
を
除
却
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
全
体
の
居
住
環
境
の

改
善
及
び
防
災
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
は
延
焼

遮
断
帯
と
な
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
都
と
連

携
し
て
沿
道
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
予
定
で
す
。

　
放
射
第
２
号
線
、
補
助
第
28
号
線
及
び
補

　都による、災害時に木造密集地域を“燃え広がらない・燃えないま
ち”にすることを目的とした10年間の重点的・集中的な取組。都は、
甚大な被害が想定される木密地域のうち、地域危険度が高いなど特に
改善を図るべき地区について区からの提案に基づき、不燃化特区に指
定し、不燃化を強力に推進することとしている。平成24年６月に11
区12地区の応募があり、その全てを先行実施地区とすることとした。
今後、都と区で協力して整備プログラムを作成するとともに、不燃化
特区制度を構築していく予定となっている。

「木密地域不燃化10年プロジェクト」
とは

墨田区京島周辺、墨田区鐘ヶ淵周辺東、品川区東中
延１・２丁目、中延２・３丁目、目黒区原町１丁
目・洗足１丁目、大田区大森中、中野区弥生町３丁
目周辺、豊島区東池袋４・５丁目、北区十条駅西、
荒川区荒川２・４・７丁目、板橋区大谷口、葛飾区
四つ木１・２丁目、江戸川区南小岩７・８丁目周辺

先行実施
地区

●木密地域不燃化10年プロジェクトのイメージ

整備前 整備後

不燃化特区等による
建物の不燃化促進

特定整備路線による
延焼遮断帯の形成

かまどベンチや防火水槽が備えられている豊町１丁目防災広場「かやの
木の広場」。この広場はもともと個人宅だったことから、既存の植栽を
生かしたつくりになっている

16平成25年3月 No.276



む
ね
１
５
０
人
の
滞
在
が
可
能
で
す
。
区
で

は
こ
う
し
た
民
間
と
の
協
働
に
合
わ
せ
て
物

資
の
備
蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
締
結
し
た

協
力
協
定
は
見
直
し
等
も
含
め
25
件
（
平
成

25
年
２
月
５
日
現
在
）
あ
り
、
一
時
滞
在
場

所
の
ほ
か
、
重
機
類
や
が
れ
き
等
保
管
、
人

的
支
援
、
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
、
海
上
輸
送
、
公

衆
浴
場
、
し
尿
収
集
、
理
容
サ
ー
ビ
ス
、
ヤ

フ
ー
と
の
情
報
発
信
の
協
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
屋
外
に
い
る

人
に
区
か
ら
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
手
段

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
を
商
店
街
放
送
設

備
に
接
続
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
か
ら
の
情
報
発
信
は
防
災
行
政
無
線
を
ベ

ー
ス
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
聞
き
取

り
に
く
い
」
と
い
う
声
が
区
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
補
完
す
る
手
段
を
さ
ま
ざ

ま
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
商
店
街
の
放
送
設
備
を
活
用
す
る
こ
と
に

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
は
、

多
く
の
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
が
、

自
力
や
近
隣
住
民
の
助
け
に
よ
り
救
助
さ
れ

ま
し
た
。
発
災
時
に
一
人
で
も
多
く
の
人
の

命
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が

自
分
を
守
り
、
さ
ら
に
は
、
近
く
に
い
る
人

同
士
が
助
け
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、
日
頃
か
ら
個
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
身
を
守
る
た
め
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
都
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
自
助
・
共
助

の
力
で
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

防
災
隣
組
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
24

年
３
月
に
、
意
欲
的
な
防
災
活
動
を
行
う
36

団
体
を「
東
京
防
災
隣
組
」と
し
て
認
定
し
、

そ
の
活
動
を
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
区
か
ら
は
、
小
山
７
丁
目
町
会
の
「
要
援

護
者
支
援
の
た
め
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」、

大
井
滝
王
子
町
会
滝
王
子
婦

人
消
火
隊
の
「
消
防
活
動
困

難
地
域
に
お
け
る
婦
人
消
火

隊
の
継
続
的
な
防
災
活
動
」、

浜
川
中
学
校
避
難
所
連
絡
会

の
「
木
造
住
宅
密
集
地
域
の

住
民
が
世
代
を
越
え
て
行
う

防
災
活
動
」
の
３
団
体
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
荏
原
4
丁
目
町
会
が
都
の
「
地

域
防
災
力
向
上
モ
デ
ル
地
区
事
業
」
と
し
て

平
成
24
年
度
に
1
年
間
の
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
区
内
に
は
住
宅
密
集
地
区
が
多
く
、
震
災

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
た
際
の
消
防
署
・
消

防
団
の
消
火
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
近
隣
住
民
が
協
力
し
て
初
期
消

火
活
動
を
行
う
こ
と
は
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
区
で
は
、

区
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
対
す
る

地
域
の
力
を
育
む
た
め
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

着
目
し
、
３
つ
の
商
店
街
を
モ
デ
ル
地
区
に

選
定
し
、
各
商
店
街
の
放
送
設
備
に
防
災
行

政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
接
続
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
区
で
は
、
放
送
設
備
を
有
す
る
19

ヵ
所
の
商
店
街
の
う
ち
、
協
力
を
得
ら
れ
る

商
店
街
に
順
次
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

区
民
の
防
災
意
識
を
高
め
て

“
い
の
ち
を
守
る
”

　
今
年
２
月
に
は
、
品
川
区
地
域
防
災
計
画

が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
改
訂
の
特
徴
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
過
去
の
実
災
害
を
教
訓

と
し
、
避
難
所
運
営
に
お
い
て
帰
宅
困
難
者

や
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
る

こ
と
、
備
蓄
物
資
や
避
難
所
生
活
に
お
い
て

女
性
の
視
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
津
波
や
放

射
能
対
策
を
新
た
な
災
害
と
し
て
考
慮
す
る

こ
と
、
災
害
時
医
療
に
お
け
る
医
師
会
等
と

の
連
携
や
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

あ
ら
た
に
設
置
す
る
こ
と
の
４
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
に
作
成
し
た
「
わ
が
家

の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
改
訂
し
、
今
年

度
中
に
あ
ら
た
め
て
全
戸
配
布
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
災
害
へ
の
事

前
の
備
え
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
行
動
な

ど
「
自
助
」「
共
助
」
の
観
点
か
ら
身
近
に

で
き
る
防
災
対
策
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

て
い
ま
す
。

改訂した「わが家の防災ハンドブック」。
今年度中にあらためて全戸配布される

「東京防災隣組」に認定
された浜川中学校避難
所連絡会による初期消
火訓練の様子

都の平成24年度地域防災力向
上モデル地区事業に指定され
た荏原４丁目町会の防災訓練
の様子。昨年11月に行われ、
区民約100人が参加した

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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